
て
い
ま
す
。
普
遍
教
育
科
目
は
、
英
語
を

は
じ
め
と
し
た
国
際
発
展
科
目
群
、
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
科
目
な
ど
の
地
域
発
展
科

目
群
、
教
養
コ
ア
科
目
や
数
理
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
科
目
な

ど
の
学
術
発
展
科
目

群
の
３
つ
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

普
遍
教
育
と
専
門

教
育
の
垣
根
を
超
え

て
体
系
的
、
学
際
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
「
全
学
副
専
攻
プ

ロ
グ
ラ
ム
  （1）

」
の
ほ

か
、
今
年
度
か
ら
は

「
バ
ン
チ
プ
ロ
グ
ラ

ム
  （2）

」
も
導
入
し
ま

し
た
。
ま
た
、
全
学

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
今
年
10
月
か
ら

「
環
境
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
実
践
学
」
を

新
設
す
る
こ
と
も
特

筆
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
千
葉
大
学

横
よこ

手
て

幸
こう

太
た

郎
ろう

学長
1988年千葉大学医学部卒業。1996年
スウェーデン国立ウプサラ大学大学院
博士課程修了。2009年千葉大学大学
院医学研究院教授。2021年慶應義塾
大学で経営学修士取得。2020年～
2024年3月まで千葉大学医学部附属
病院長並びに副学長。2024年4月か
ら現職。研究分野はライフサイエンス、
代謝・内分泌学、老化。

　2024年に創立75周年を迎えた千葉大学は、「つねに、
より高きものをめざして」の理念のもと、今春、「情報・
データサイエンス学部」を新設したのをはじめ、文部科学
省の「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業」（J‒
PEAKS）に採択されるなど、未来志向型の大学としてた
ゆみない挑戦を続けています。11学部19大学院を有する
総合大学としての特色を生かし、ENGINEプランによる
学生全員の留学の必修化や、大学院の博士課程教育リー
ディングプログラムなどを推進しています。
　こうして、グローバル社会で活躍できるリーダーとして
の人材を育成しています。

「
つ
ね
に
、
よ
り
高
き
も
の
を
め
ざ
し
て
」

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
し
、

世
界
に
冠
た
る
未
来
志
向
型
大
学
へ

千葉大学
〒263-8522　千葉県千葉市稲毛区弥生町１-33　入試課　TEL 043-251-1111㈹　https://www.chiba-u.ac.jp

情
報
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

学
部
と
大
学
院
を
新
設

　

千
葉
大
学
は
、
今
春
「
情
報
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
」
と
「
大
学
院
情
報
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
府
（
後
期
３
年
博

士
課
程
）」
を
開
設
し
ま
し
た
。
新
し
い

社
会 Society5.0 

へ
の
対
応
を
目
指
し

た
も
の
で
、
社
会
の
多
種
多
様
な
デ
ー
タ

を
分
析
し
、
社
会
的
課
題
の
解
決
に
応
用

で
き
る
人
材
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

１
、２
年
次
で
は
一
般
教
養
、
基
礎
的

な
数
学
や
物
理
の
知
識
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
ス
キ
ル
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
力
、
情
報
工
学
技
術
の
基
礎
等
を
習
得

し
、
３
年
次
か
ら
は
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
コ
ー
ス
」
と
「
情
報
工
学
コ
ー
ス
」
の

い
ず
れ
か
に
所
属
し
ま
す
。
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
コ
ー
ス
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

展
開
力
に
重
点
を
置
き
、
情
報
工
学
コ
ー

ス
は
、
デ
ー
タ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
に

力
を
入
れ
た
コ
ー
ス
で
す
。
両
コ
ー
ス
で

開
設
す
る
専
門
的
・
実
践
的
な
科
目
群
を
、

学
生
の
関
心
に
応
じ
て
、
横
断
的
に
履
修

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
特
色
の
一
つ
で

す
。

　

横
手
幸
太
郎
学
長
は
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
国
境
の
壁
も
低
く
な
る
中
、
全
員
留
学

は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
た
め
の
大

き
な
力
と
な
る
で
し
ょ
う
」
と
横
手
学
長
。

　

ま
た
、
世
界
を
先
導
す
る
教
育
・
研
究

を
促
進
す
る
大
学
を
目
指
し
、
海
外
拠
点

を
４
つ
に
分
類
し
て
戦
略
的
な
拠
点
形
成

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
シ
ャ
リ
テ
・
ベ
ル

リ
ン
医
科
大
学
（
ド
イ
ツ
）、
キ
ン
グ
モ

ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
ト
ン
ブ
リ
校
（
タ

イ
）、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
校
（
ア
メ
リ
カ
）
の
３
つ
の
海
外

キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
、
上
海
交
通
大
学

（
中
国
）
及
び
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科

大
学
ト
ン
ブ
リ
校
（
タ
イ
）
と
の
国
際
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
、
４
つ
の
海
外
オ
フ
ィ

ス
、
９
つ
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
。

学
部
を
越
え
イ
シ
ュ
ー
を
学
ぶ

バ
ン
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

　

千
葉
大
学
は
、
教
育
目
標
と
し
て
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
積
極
的
に
社
会
に

関
わ
り
、
現
代
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
創
造
的
・
独
創
的
研

究
を
展
開
し
て
、
高
い
教
養
、
専
門
的
な

知
識
・
技
能
、
柔
軟
な
思
考
力
と
優
れ
た

や
Ａ
Ｉ
を
ど
う
活
用
す
る
か
は
、
文
系
理

系
を
超
え
て
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
必
要

条
件
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
領
域
横
断
的

に
デ
ー
タ
を
扱
え
る
人
材
を
育
成
す
る
の

は
新
た
な
価
値
創
造
の
た
め
に
意
義
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
院
情

報
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
府
と
連
動
し

て
、
こ
の
分
野
で
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
人

材
を
育
て
て
い
き
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

豊
富
な
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用

　

千
葉
大
学
で
は
２
０
２
０
年
４
月
か
ら

国
公
立
の
総
合
大
学
と
し
て
は
初
と
な
る

学
部
・
大
学
院
生
全
員
留
学
、
ス
マ
ー
ト

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
強
化
と
英
語
教
育
の

改
革
を
三
本
柱
と
し
て
「
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

原
則
と
し
て
在
学
中
最
低
１
回
の
海
外

留
学
を
求
め
て
お
り
、
10
日
間
程
度
の
短

期
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
３
〜
６
か
月
の
語
学

留
学
、
半
年
か
ら
１
年
間
の
交
換
留
学
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択

で
き
ま
す
。
ま
た
、
海
外
渡
航
が
困
難
な

学
生
に
は
、
日
本
に
い
な
が
ら
海
外
留
学

に
行
く
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
し
て
い
た
渡
航
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
２
０
２
２
年
度
か
ら
再
開
し
、

２
０
２
３
年
度
は
渡
航
は
55
プ
ロ
グ
ラ
ム

１
２
２
８
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
は
16
プ
ロ
グ

ラ
ム
５
８
９
名
が
履
修
し
ま
し
た
。 

　
「
千
葉
大
学
は
、
高
い
知
性
と
豊
か
な

人
間
性
を
育
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活

躍
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
人
口
が
減
少
し
、
世
界

（1） 全学副専攻プログラム
　総合大学として、人文社会科学、自然科学、
生命科学のあらゆる教育研究が行われている強
みを生かし、所属学部によらず多様な分野の授
業科目を履修できる体系。国際日本学、ローカ
ル・イノベーション学、数理・データサイエン
ス教育プログラムがあり、10月からは環境サス
テナビリティ実践学が加わる。所属学部の学び
に加えて、自分の興味関心のある分野について
体系的に学ぶ。修了要件を満たした場合は、修
了証書もしくはオープンバッジが発行される。
オープンバッジは、習得した知識やスキルを証
明するデジタル証明書である。

（2） バンチプログラム
　全学副専攻プログラム同様に学部を問わず履
修可能。イシュー（課題）について体系的に学
修できるよう授業科目を組み合わせているほか、
小さなまとまり（６-10単位程度）とすること
でより学びやすい仕組みとした。国際日本学、
地域実践、地域イノベーション、地域づくり、
数理・データサイエンス・AI基礎コア、日本語
学習支援実践プログラムがあり、今後もイ
シューに基づいたプログラムを追加していく。
各プログラムの要件を満たした場合にはオープ
ンバッジが発行される。

（3） SDGsに関する長期ビジョン
　2040年までに使用電力の100％を再生可能エ
ネルギーでまかなう「RE100」の達成を目指す
ことを2020年に宣言し、さまざまな活動に取り
組んでいる。
①総合大学の特色を生かした環境教育の実践
②環境負荷の少ない緑豊かなキャンパス作り
③学生主体のマネジメントシステムの構築・運用
④地域社会に開かれた活動の実施
⑤エネルギー効率は国立大学最高水準を維持
 など 

問
題
解
決
能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す

る
」
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、

「
普
遍
教
育
」
と
「
専
門
教
育
」
を
密
接

に
連
携
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
  （3）

」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

教
育
を
実
践
す
る
た
め
、
２
０
１
６
年
度

か
ら
従
来
の
前
期
・
後
期
制
の
学
年
暦
を

改
め
、
６
タ
ー
ム
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
×
健
康
領
域
な
ど

世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
促
進
へ

　

千
葉
大
学
は
昨
年
、
文
部
科
学
省
の

「
地
域
中
核
・
特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化

促
進
事
業
」（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｓ
）
に
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
横
手
学
長
は
「〝
世
界
に

冠
た
る
千
葉
大
学
へ
〞
と
い
う
目
標
に
向

け
、
本
学
の
強
み
や
特
色
あ
る
研
究
領
域

に
お
い
て
、
学
び
、
研
究
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
創
出
す
る
場
と
し
て
、
国
内
外
の
学

生
や
研
究
者
に
選
ば
れ
る
大
学
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
免
疫

学
・
ワ
ク
チ
ン
学
研
究
、
予
防
医
学
研
究

を
戦
略
的
に
強
化
し
、
成
果
の
社
会
実
装

に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
千
葉
大
学
全
体
の

研
究
力
強
化
を
図
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
、「NEXT Decennium

研
究
戦
略
推
進
本
部
」
を
今
年
５
月
に
設

置
し
ま
し
た
。Decennium

は
ラ
テ
ン

語
に
由
来
し
た
10
年
間
を
意
味
す
る
言
葉

で
、
次
の
10
年
間
を
視
野
に
、
学
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
全
学
的
推
進
体

制
を
構
築
す
る
た
め
の
組
織
で
す
。
具
体

的
に
は
、
２
０
２
４
年
度
中
に
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
コ
ア
、
ヒ
ト
免
疫
疾
患
治
療
開

発
セ
ン
タ
ー
、
次
世
代 in vivo 

研
究
・

探
索
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
の
を
は
じ
め
、

千
葉
大
学
出
資
の
株
式
会
社
の
設
立
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
免
疫
学
・

ワ
ク
チ
ン
学
研
究
、
予
防
医
学
研
究
に
続

き
、
地
球
観
測
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
統
合
解
析

研
究
や
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
拓
く
マ
ル
チ

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
天
文
学
研
究
な
ど
も
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｓ
の
ほ
か
に

も
現
在
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
園
芸
学
研
究
院
の

宇
宙
園
芸
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
月
面
農

場
の
実
現
に
向
け
て
、
宇
宙
環
境
下
で
の

持
続
的
な
食
糧
供
給
シ
ス
テ
ム
の
創
造
に

挑
戦
し
て
お
り
、
ハ
ド
ロ
ン
宇
宙
国
際
研

究
セ
ン
タ
ー
は
、
南
極
大
陸
で
の
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
の
観
測
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

志
願
者
数
は
９
年
連
続
１
位

学
生
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
！

　

千
葉
大
学
は
２
０
２
４
年
度
入
試
で
一

般
選
抜
の
志
願
者
数
が
１
万
８
０
３
人
と
、

15
年
連
続
で
１
万
人
を
超
え
、
全
国
の
国

立
大
学
の
中
で
９
年
連
続
１
位
に
輝
き
ま

し
た
。
教
育
・
研
究
に
関
す
る
評
価
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
や
奨
学

千葉大学

千葉大学のデザイン分野の総合的教育・研究拠点「dri（墨田サテライトキャンパス）」※写真中央は千葉大学マスコット「スミ」

金
な
ど
学
生
に
対
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
の
証
し
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
入
学
料
や
授
業
料
の
免
除

や
大
学
独
自
の
奨
学
金
を
各
種
用
意
し
て

い
る
ほ
か
、
大
学
院
生
の
支
援
に
注
力
し

て
い
ま
す
。

　

入
試
で
は
、
国
立
大
学
で
早
期
に
外
国

語
検
定
試
験
を
個
別
学
力
検
査
に
お
い
て

導
入
す
る
な
ど
独
自
の
入
学
試
験
を
展
開

し
、
記
述
式
問
題
を
重
視
し
て
受
験
生
の

論
理
的
思
考
力
を
評
価
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
別
選
抜
の
募
集
人
員
を
増
や
す
な

ど
、
主
体
性
の
あ
る
学
生
の
募
集
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

横
手
学
長
は
、「
千
葉
大
学
は
東
京
や

成
田
空
港
か
ら
も
近
く
立
地
的
に
も
非
常

に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
自
ら
考
え
将
来
を
判
断
す
る

力
を
養
い
、
国
際
的
な
感
覚
を
身
に
付
け

て
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
社
会
に
羽
ば
た
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
千
葉
大
学
は
あ
な
た
の
夢
や
希
望

を
叶
え
る
学
修
環
境
を
提
供
し
ま
す
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

附属図書館（西千葉キャンパス）医学系総合研究棟（亥鼻キャンパス）
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